
 - 1 -

第1868 回例会

     

 
 

 

地
域
社
会
の
経
済
発
展
月
間 

／
米
山
月
間 

令
和
４
年
10
月
13
日
（
木
） 

米
山
月
間
卓
話 

     

会
員
57
名 

出
席
計
算
数 52

名
中
39
名
出
席 

出
席
率

75
・
00
％ 

前
々
回
出
席
率

88
・
89
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
渡
辺
社
会
奉
仕
委
員
長 

・
猿
投
の
森
法
人
会
員
デ
ー
案
内 

★
仲
林
親
睦
活
動
委
員
長 

・
家
族
忘
年
会
案
内 

★
吉
田
憲
一
さ
ん 

・
葬
儀
報
告
と
お
礼 

★
米
山
月
間
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
Ｒ-

Ｏ-

Ｔ-

Ａ-

Ｒ-

Ｙ
」 

 
 

（
歌
唱
な
し
） 

  

ゲ
ス
ト 

地
区
米
山
記
念
奨
学
委
員
会 

池
田 

直
樹
さ
ん 

（
刈
谷
Ｒ
Ｃ
）

 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

米
山
奨
学
事
業
に
い
つ
も
ご
支
援
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

地
区
米
山
記
念
奨
学
委
員
会 

 
 

刈
谷
Ｒ
Ｃ 

 

池
田 

直
樹
さ
ん 

地
区
米
山
記
念
奨
学
委
員 

池
田
様
、 

よ
う
こ
そ
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
例
会
へ
お

い
で
下
さ
い
ま
し
た
。
本
日
は
卓
話
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

加
藤
已
千
彦
・
藤
田 
 

澈 

佐
々
木 

功
・
酒
井 

 

修 

丹
下 

富
博
・
深
谷 

昭
広 

本
日
の
卓
話
、
地
区
米
山
記
念
奨
学
委

員
池
田
直
樹
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

吉
田 

憲
一 

10
月
５
日
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

ク
ラ
ブ
か
ら
ご
香
典
を
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

吉
田 

憲
一 

岡
部
快
圓
さ
ん
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
岡
部
快

雅
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

渡
辺 

観
永 

福
岡
・
芥
屋
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
プ
レ
ー

し
て
来
ま
し
た
。
バ
ン
カ
ー
が
大
変
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

木
村 

光
徳 

柴
岡
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

横
川 

誠
人 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

小
澤 

幸
男 

  

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 
加
藤
已
千
彦 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
の
ゲ

ス
ト
、
ビ
ジ
タ
ー
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
日
の
ゲ
ス
ト
は
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
６
０
地
区 

米

山
記
念
奨
学
委
員
会
委
員
、
池
田
直
樹

さ
ん
で
す
。
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
例
会
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

ま
た
、
今
月
は
米
山
月
間
で
あ
り
ま
す

の
で
、
池
田
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

13
時
か
ら
第
２
７
６
０
地
区
米
山
奨

学
事
業
に
つ
い
て
の
卓
話
を
お
願
い
致

し
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
日
10
月
13
日
は
、
世
界

で
初
め
て
麻
酔
に
よ
る
手
術
が
行
わ
れ

た
日
で
あ
り
ま
す
。
歯
の
治
療
や
外
科

手
術
な
ど
を
す
る
時
、
痛
み
を
感
じ
な

い
よ
う
に
麻
酔
が
使
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
麻
酔
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
、
手

術
が
必
要
な
患
者
は
痛
み
を
堪
え
る
し

か
な
く
、手
術
は
最
後
の
手
段
で
し
た
。

手
術
が
無
事
に
終
わ
っ
て
も
、
出
血
多

量
や
感
染
症
、
痛
み
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク

で
亡
く
な
る
患
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

米
国
や
欧
州
で
麻
酔
の
研
究
が
始
ま

っ
た
の
は
、
19
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で

す
が
、
そ
れ
よ
り
40
年
も
前
の
江
戸
時

代
後
期
の
日
本
で
す
で
に
全
身
麻
酔
に

よ
る
外
科
手
術
が
成
功
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
手
術
を
行
っ
た
の
は
、
外
科
医
の

華
岡
青
洲
（
は
な
お
か
せ
い
し
ゅ
う
）

で
し
た
。 

青
洲
は
１
７
６
０
年
（
宝
暦
10
年
） 

        

に
生
れ
、
紀
伊

国
（
今
の
和
歌

山
県
）
で
医
師

を
し
て
い
た
父

か
ら
医
学
を
学

ん
だ
の
ち
、
京

都
で
漢
方
と
蘭

学
を
学
び
ま
す
。 

外
科
医
を
目
指 

し
て
い
ま
し
た
が
、当
時
の
外
科
で
は
、

病
気
や
傷
の
あ
る
部
分
に
薬
を
塗
っ
た

り
、
腫
も
の
の
先
を
メ
ス
で
切
っ
た
り

す
る
程
度
で
、
本
格
的
な
手
術
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
実
家
に
戻
っ
た
青
洲
は
、

麻
酔
薬
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
薬
の

実
験
台
に
な
っ
て
く
れ
た
母
は
亡
く
な

り
、妻
も
目
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
青
洲
は
研
究
を
続
け
、
つ
い

に
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
（
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ

オ
）
か
ら
採
っ
た
成
分
で
「
通
仙
散
（
つ

う
せ
ん
さ
ん
）」と
い
う
麻
酔
薬
を
開
発

し
ま
す
。 

 

１
８
０
４
年
（
文
化
元
年
）
10
月
13

日
、
青
洲
は
こ
の
麻
酔
薬
を
乳
が
ん
の

女
性
に
用
い
て
、
全
身
麻
酔
に
よ
る
乳

が
ん
を
摘
出
す
る
手
術
を
初
め
て
成
功

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青
洲
が
「
通

仙
散
（
つ
う
せ
ん
さ
ん
）」
の
麻
酔
で
行

っ
た
手
術
は
、
乳
が
ん
だ
け
で
も
１
５

０
例
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
時
代
に
な
り
、
西
洋
か
ら
ク
ロ

ロ
ホ
ル
ム
な
ど
の
麻
酔
が
伝
わ
る
と「
通

仙
散
（
つ
せ
ん
さ
ん
）」
は
使
わ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
青
洲
は
日
本
の
医
学
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界
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。 

 
今
日
も
一
日
、
皆
が
笑
顔
で
楽
し
く

過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
ご
清
聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

10
月
13
日
「
麻
酔
の
日
」 

 

 

  

米
山
月
間
卓
話 

「
第
２
７
６
０
地
区 

米
山
奨
学
事
業
に
つ
い
て
」 

地
区
米
山
記
念
奨
学
委
員
会 

池
田 

直
樹
さ
ん 

（
刈
谷
Ｒ
Ｃ
）

 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ロ
ー
タ
リ
ー
米
山

記
念
奨
学
事
業
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

米
山
記
念
奨
学
事
業
は
諸
先
輩
方
も

ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
本
全
国
34
地
区

の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
合
同
活
動
に

よ
る
日
本
独
自
の
事
業
で
す
。
そ
の
主

な
概
要
は
、
日
本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学

生
を
世
話
ク
ラ
ブ
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度 

        

に
よ
り
交
流
を
重
視
し
て
支
援
活
動
を

行
う
こ
と
で
す
。
２
０
０
７
年
11
月
に

ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学
会
も
Ｒ
Ｉ

の
定
め
る
多
地
区
合
同
活
動
と
し
て
、

す
べ
て
の
手
続
き
を
完
了
し
て
お
り
ま

す
。 米

山
記
念
奨
学
金
は
外
国
人
留
学
生

を
対
象
と
す
る
民
間
の
奨
学
金
で
は
国

内
最
大
規
模
で
す
。
２
０
２
２
学
年
度

は
、
日
本
全
国
で
８
９
８
人
（
前
年
度 

９
１
０
人
）、

う
ち
２
７
６

０
地
区
で
は

53
人
（
前
年

度
54
人
）
が

採
用
さ
れ
、

各
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
で

お
世
話
を
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。
累
計

で
は
世
界
１

２
９
の
国
と

地
域
か
ら
２

２
，８
２
５
人

を
支
援
し
て

い
ま
す
。 

今
年
度
の

奨
学
生
の
出

身
国
は
中
国 

(

41
・
８
％)

、
ベ
ト
ナ
ム(

15
・
６
％)

、

韓
国(

10
・
０
％)

の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
累
計
で
は
中
国(

34
・
９
％)

、
韓

国(

20
・
６
％)

、
台
湾(

15
・
６
％)

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
奨
学
生
の
選 

考
は
全
地
区
統
一

さ
れ
た
共
通
選
考

基
準
と
各
地
区
の

裁
量
を
加
え
て
の

選
考
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

米
山
記
念
奨
学

事
業
は
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
の
皆
さ
ん
の

ご
寄
付
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
以
降

で
は
２
０
０
１
年

の
17

億
円
を
ピ

ー
ク
に
近
年
で
は 

13
～
14
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
寄

付
金
に
は
ク
ラ
ブ
か
ら
会
員
数
分
を
納

め
る「
普
通
寄
付
金
」
と
、
そ
れ
以
外
に

個
人
・
法
人
・
ク
ラ
ブ
か
ら
、
任
意
で
支

援
し
て
い
た
だ
く「
特
別
寄
付
金
」
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。 

２
７
６
０
地
区
の
個
人
平
均
寄
付
額

は
１
５
，１
２
６
円(

全
国
平
均
１
５
，９

７
１
円)
で
34
地
区
中
16
位
で
す
。【
名

古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
：
１
１
，３
７
２
円
】
特

別
寄
付
者
割
合
は
全
国
平
均
46
・
４
％

に
対
し
て
２
７
６
０
地
区
は
33
・
２
％ 

        

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。【
名
古
屋
大
須
Ｒ

Ｃ
：
15
・
７
％
】
ち
な
み
に
ト
ッ
プ
は

２
８
４
０
地
区
の
85
・
９
％
で
す
。 

米
山
記
念
奨
学
生
か
ら
米
山
学
友
に
。

そ
し
て
学
友
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な

る
人
も
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
の
時
は
国
内
外
の
学
友
か
ら
７

６
０
万
円
、
熱
海
土
砂
災
害
の
時
は
１

５
０
万
円
の
義
援
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
本
年
度
も
前
年
度

以
上
に
ご
支
援
賜
り
ま
す
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

10
月
27
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

10
月
31
日
（
月
） 

名
古
屋
中
・
大
須
・
栄
合
同 

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問  

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル  

ガ
バ
ナ
ー 

 

篭
橋 

美
久
さ
ん 

 

地
区
幹
事 

 

岩
月 

雅
章
さ
ん 

（
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
） 

＊
ク
ラ
ブ
会
長
幹
事
懇
談
会 

11
時
30
分
～
12
時
10
分  

於 

３
Ｆ｢

桃
の
間｣  

＊
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
理
事
会 

13
時
35
分
～
15
時
00
分  

於 

２
Ｆ｢

旭
の
間｣  

11
月
３
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

法
定
休
日
（
文
化
の
日
） 

 

11
月
10
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

地
区
大
会
（
第
２
日
目
） 

大
会
第
１
日
目 

11
月
12
日
（
土
）

 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル  

本
会
議 : 

受
付
14
時
30
分 

 

開
会
15
時
00
分 

閉
会
16
時
00
分 

大
会
第
２
日
目 

11
月
13
日
（
日
）

 

於 

愛
知
県
国
際
展
示
場 

 
 

A
ic

h
i 

S
k
y
 
E

x
p

o
  

友
愛
の
広
場 : 

12
時
00
分 

～
13
時
00
分  

本
会
議 : 

受
付
12
時
00
分 

 

開
会
13
時
00
分 

閉
会
16
時
30
分 

 

記
念
講
演
（
大
会
第
２
日
目
） 

「
２
０
５
０
年
カ
ー 

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ 

ル
実
現
を
目
指
し 

て
～
水
素
社
会
実 

現
へ
の
取
組
み
～
」 

講
師
： 内

山
田
竹
志
氏  

［
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
取
締
役
会
長
］ 

 

11
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
卓
話 

「
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
を
活
用
し
よ
う
」

地
区
グ
ロ
ー
バ
ル
奨
学
生
・
平 

和
フ
ェ
ロ
ー
委
員
会
副
委
員
長 

田
中 

如
以

な
お
い

さ
ん  

（
名
古
屋
丸
の
内
Ｒ
Ｃ
） 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

木
村 

光
徳
・
近
藤
宏
一
郎 

荻
巣 

賢
二
・
藤
田 

 

澈 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


